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意味研究メモ その 1
寺村 秀夫
キJ7-ド:日本語 意味論 ｢表わすと指す｣ 表と影 明示と暗示
｢意味｣とは何かについて,根本的に考える必要がある｡文脈を離れて
も変わらないシニフィエとしての意味 (表象)と,文脈内での存在認定や
同定としての意味 (指示)とを明確に区別し,さらに, ｢取 り立て｣助詞
のようなものの持つ暗示的な ｢影｣の意味を考える｡ ｢影｣は ｢さえ｣の





キーワー ド:～のだ ～のだから ～のなら 仮の題目 主題
｢～のだ｣に関しては,それは広い意味での状況に基づく判断を表す形
式であるとする説 (私見もそれに属する)と, ｢の｣は一種の体言であっ
て,その前は連体修飾語であり, ｢～のだ｣には常に ｢～のは｣なる題目
が存在するとする説 (山口佳也説)がある｡
｢～のだ｣が何らかの事態を前提として現れる形式であり,文を名詞文
化するものであるという点では,私見も山口説も違いはないのであるが,
その前提となる事態を基として述べるのか,その前提となる事態を ｢～の
は｣という題目として,それについて述べるのかという点で,私見と山口
説は異なり,その違いは ｢～のだ｣の文に表れる ｢普通の名詞十は｣を英
の主題と見るか,仮の主題と見るかと言う点に端的に現れる｡
｢～のだ｣の文に常に ｢～のは｣なる主轟の存在を想定することには,
いろいろな点において無理があると思われる｡
